
平成8年 0996年)

ん16
No. 1205 

-よ図市役所(醗~'!I!t'D!臨rniliIl ・棚田電話 (鵬~釦 ・棚田FAX(暦細川 . 

どせそ かえら泉なの祭 L でとヒとワわ厳tjt
ぱ L ;少勺がだのん他か別 、さ込ノ。ラむを向昔
。 、てしと土ろ湯ととる所 11 椅えしキ子ピれ採鉱
湯北大級もにうえない相~;'A 伝を頓盆 t， ど("てつ脅さ"，.
け向場をな 、かかくわ染:糸説波智:bえひも畢;問てへ行i

の久
む叙拳径く木 。 、湯れ倫t・『らのさ会 ‘ら)い遊 f句法J
り者師る匂2立十 lまのでが大:西ずさす 2ごはをかんか飾:
の、歌とうに数た花い、場噌行引くが主すとけでうと
散安得、の L百まのる伝ののきこの肴かったい迄い
草楽公大かみ年た香 。税入戻Ei毛の法てきて 。た中う
が寺園湯もこの湯 qこの 0 り L他師頑ず手 T壷z、あ
。のしん、、・川がの 『 ロ橋tたにもを 『 を』たこ千脅

し常足共れでで・のす辺及 。』 と恐、焼法娩どちのが

め事を切な 、場・川lる 2.'i湯よいれ子くザく?に辺動l
る寺の耳、、どの底 。:檎川りヲをど と iと ; 、q所
e な{ま¥ こ1&布、温、 』 に H 。なも 、 、たでの

歩こう@
.いぞめぼし

44  相染橋(別所温泉)湯JII _ 

嫌編に側する写真話題を.. 市内にある極とその周辺に関する古川写真、ユニークなヱビソードや伝説のある舗がありましたら、総書標広報担当までお寄ぜください。

〈再生紙 を使用しています〉

L 



北
太
下
は
、
そ
白
名
が
訴
す
よ
う
に
、
上
山

城
の
北
側
に
位
置
す
る
町
で
、
江
戸
時
代
は
侍

た
ち
が
伎
ん
で
お
り
ま
し
た
。
そ
の
武
家
届
監

か

AV

B
な
か
に

I
3
0石
取
り
の
加
舎
家
が
あ
り
ま

か

A
V
L
3
u

し
た
。
有
名
な
俳
人
加
舎
白
雄
白
築
家
で
す
。

そ
の
こ
と
を
記
念
し
て
、
平
成
2
年
、
中
央

西
一
丁
目
7
由
主
道
脇
に
「
俳
人
向
雄
ゆ
か
り

の
加
告
車
跡
」
白
石
碑
が
建
立
さ
れ
、

「
ふ
る

{J、
円

T

レ
・
り
が

さ
と
や
梅
に
柳
に
は
な
し
あ
り
」
と
い
う
臼
雄

の
句
も
き
ざ
ま
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
か
ら
上
回
へ
も
ど
っ
た
時
四
心
境
で
す

が
、
当
時
白
武
家
屋
敷
に
は
梅
や
柳
の
木
々
が

植
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

加
舎
白
雄

(
1
7
3
8
1
1
7
9
1
)
は、

ぷ

そ
ん

E

M
い

蕪
村
も
袋
敬
し
た
と
い
う
す
ぐ
れ
た
俳
人
で
、

門
人
は
関
東
、
中
部
地
方
に

3
0
0
0人
と
も

5
0
0
0人
と
も
い
わ
れ
る
実
力
者
で
し
た
。

加
告
車
跡
の
碑
か
ら
北
に
h
y
L
行
き
ま
す
と
、

左
に
折
れ
る
迫
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
通
り
は
問

AV4
z
-

紺
屋
町
と
そ
れ
に
続
く
錨
原
村
と
の
境
に
な
り

ま
す
が
、
武
家
町
へ
白
唾
行
は
嫌
原
口
番
所
で

見
張
っ
て
い
ま
し
た
。

今
か
ら

1
3
9年
前
の
安
政
4
年
、
こ
白
書

所
在
上
田
藩
の
重
役
5
人
が
通
っ
た
と
き
、
帯

所
当
番
の
足
軽
が
た
ま
た
ま
便
所
に
行
っ
て
い

w
e
 

て
下
康

(出
閣
を
下
り
て
平
伏
す
る
こ
と
)
を
し

な
か
勺
た
こ
と
を
と
が
め
ら
れ
、

2
日
間
白
磁

慎
処
分
に
な
る
と
い
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
悲
話
も
あ
る
鎌
原
口
番
扇
の
通
り
は

か

-E
e
t

そ
の
当
時
、
大
鎌
原
と
呼
ば
れ
足
軽
や
徒
士
侍

な
ど
の
下
級
武
士
の
長
昆
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

av

・bIPCL
-
A
べ
aA
a
--
'
u

そ
の
島
屋
に
山
本
願
兵
商
政
策
と
い
う
貧
し

い
下
級
武
士
が
お
り
、

3
人
目
白
息
子
勝
三
郎

を
も
う
け
ま
し
た
。
文
久
3
年

(1
8
6
3
)

2
月
白
こ
と
で
す
。
勝
三
郎
は
凶
歳
の
と
き
世

秀
な
顕
脳
を
み
こ
ま
れ
、
医
師
白
山
極
吉
龍
に

華
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
少
年
が
後
に
世
界
初
白
人
工
ガ
ン
の
造

成
に
成
功
し
、
ガ
ン
研
究
に
輝
か
し
い
業
績
を

eiz--' 

残
し
た
山
樋
勝
三
郎
博
士
そ
の
人
で
す
。
北
大

手
白
生
家
跡
は
、
上
回
市
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

〔平
野
勝
量
)
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A
W
S
F
F
b
s
p
d
F
レ
S
F
d
d
l
F
F

7
月
日
目
、
草
E
回

『う
え
だ
女
性
会

臓
』
例
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
3
人
の
体
験
尭
畏
か
ら
、

要
旨
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

①
『
初
め
て
杜
金
書
面
し
て
』
と
題
し
て
、

女
性
自
治
会
長
に
な
っ
た
経
験
を
尭
費
。

女
性
が
自
治
会
長
を
す
る
の
は
、
苦
労

も
多
い
け
れ
ど
、
男
性
の
協
力
も
畳
け
な

が
ら
や
っ
て
い
る
。
政
策
琉
定
町
場
に
出

る
に
は
、
会
績
の
持
ち
方
な
と
い
ろ
い
ろ

な
勉
強
を
し
て
い
く
こ
と
も
大
句
ま
た
、

社
会
書
面
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
ら
、

ま
ず
は
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
『
と
も
育
て
は
、
と
も
育
ち
』
と
題
し

て
、
夫
婦
の
あ
り
方
、
友
達
づ
く
り
な
ど
、

日
常
生
活
町
中
か
ら
の
体
験
を
尭
表
。

庭
の
花
見
に
友
達
を
招
い
た
り
、
夫
蝿

で
自
分
の
生
き
方
を
見
つ
め
な
が
ら
暮
ら

し
て
い
る
。
自
分
を
変
え
よ
う
と
思
っ
た

と
き
に
、
社
会
書
画
が
始
ま
る
。
自
分
だ

け
で
な
く
、
身
近
な
人
に
働
き
か
け
て
、

と
も
に
育
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

③
『
働
〈
女
性
と
し
て
』
と
題
し
て
、

働
き
続
け
て
き
た
中
か
ら
、
子
育
て
の
問

題
、
嫁
と
姑
の
問
題
な
ど
、
働
い
て
い
る

φ
で
の
体
睦
を
尭
襲
。

働
き
な
が
ら
、
軍
事
も
子
育
て
も
し
て

い
く
に
は
、
そ
れ
な
り
の
苦
労
を
す
る
。
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東
鎌
原
と
呼
ば
れ
た
通
り
の
一
角

10aqsdP 
島
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*山岳ニ
*ll1'が
れ
の
人
か
り

サ マンガ家・差需品軒さんのマンガ霊30周

イ 食年を配意した『里中高智子展』が7月間か

ン長 ら(8月18日ま切開かれましむ 28日・ 29日

は里中さんのサイン金があり、事くのファン

がうれしそうにサインをもらっていました。

O カメラスケッチ

.車内図(ー郁)

* *叫
* わ
っ
し
ょ
い
‘' 25 25回目を迎えた市民自夏祭り『上田わっし
国女 よい』が7月27日に行われました。今年は約 1

2tZ万人の踊り酢書加。その跡、踊りコンテ
ストや『ふるさと』大合唱など、 25回記念イ

ベントも行われ、大いに盛り上がりました。

軍
庭
や
職
場
な
ど
の
支
え
が
必
要
。
働
く

女
性
を
支
え
る
女
性
が
い
る
こ
と
を
考
え

な
が
ら
、
頑
彊
り
ま
し
ょ
う
。

3
人
の
尭
表
を
も
と
に
し
て
、
グ
ル
ー

プ
に
ハ
甘
か
れ
て
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

日
ご
ろ
思
っ
て
い
る
こ
と
や
経
験
、
意
見

な
ど
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
た
例
会
で
し
た
。

皆
さ
ん
の
身
近
な
話
題
で
勉
強
し
、
今
、

わ
た
し
た
ち
が
で
さ
る
こ
と
か
ら
実
行
し

ま
し
ょ
う
。

-
問
い
合
わ
せ

企
画
課
曲
目
1
2
2
4
)

* 除zLh』i
幸a
イじ
の
重
要 ‘ ・
事 費量な質料、文化遺産をデジタルでIo録・

喧E食保管し、閲覧、さらに情報量信しようとする
に!rデジタルア カイプ』のシンポジウム制
月5目、メディアランドUEDAで開催。111

璃や『成果』の聖聾などが行われまし7こ。
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交通安全フォーラム'96

毎週日曜日に開位している市民限日曜君口 r~ ，

市町コンビュータ入れ替え作童のため、 9月15

日闘は、お株みさせていただきます。

b問い合わせ市民蝶(困1353)
広く交通安全恕惣の向鈎を図るととも

に、正しい交通ルールと交迎マナ の実

践を押慣Hけ「完全で快適な交通白金」
の実現に市リすることを闘的に 『交通安

全フォ ラム'96Jが|別怖されます。

マと毒 g月4日制

午後 1時15分-4時 ! 
上田市民会館ホール

県警音楽隊・カラーガー

ド隊の演奏・漬鏡、表彰

式、意見発表、積演会

(講師落語家 ・林草木

久蔵さん)など

その他交通安全に関する展示(ポスタ

写)、l豆射材等の交通安全m品白展示
問J:/.::を行います 02:30-16 : 30) 

「口はUIIi場が不足することが考えら
れますので111での車場はご遠慮ください

マところ

マ内 容

明
る
い
選
挙
の
推
進

県
大
会
に
ご
参
加
を

••• 
明
る
い
選
革
運
動
の
必
要
性
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
政
治

・
選
挙
に

対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
明
る
い
選
挙
白
推
進
県

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

マ
と
き

8
月
お
日
制
午
後
l
時

か

ら

マ
と
こ
ろ

上
田
市
民
会
館

ホ
I
ル

マ

内
容

事
例
発
表

・
講

演

〔明
治
大
学
政
治
経
済
学
出
動
侵
・

。

.交通対策楳 (困'562)

岡
野
加
棒
留
さ
ん
)

マ

問
い
合
わ

せ

上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
(困

1
6
7
2
)
 

『長
野
県
美
術
展
』
を

上
回
創
造
館
で
開
催

---
V
と
き

9
月
3
日山

ws同
凶
日

ω
マ
と
ニ
ろ

上
聞
創
造
館
(
圃

@
1
1
1
1)

守
入
場
料

一
般

5
0
0
円
、
高
校

・
大
学
生

3
0

0
円
、
小

・
中
学
生
輯
料

マ
問

い
合
わ
せ

上
小
美
術
会

(小
柿

-

m鳩
山U6
3
2
7
)

お
出
か
け
く
だ
さ
い

市
民
ふ
れ
あ
い
広
場

広 ・
場今 ・
」 年 ・
がも
開 「
憧 う
さえ
れだ
ま市
す民
。，ふ

障 れ
害あ
を い

!明時四需品工l

{4 J 

よ小地方の繍り ょう写真展

あなたの思い出の樋l怠どこですか?

マとき g月刊日出-22日(日}

マ入渇料無料

第 2土曜a掌習絡肢の側鍍
『乎dIiI11の水中の舗物DJ

マとき 9111.日出午前10時~正午
マ内容 アユのえさで水貨を判定

マ..加費無料

日本水彩画会 鯵38園長野県贋

マとき g 月 24日出~29 a (図)

マ入泊料無料

企臨.遭贋

マとき g月28日出-10月sa出
マ入渇料無料

広帯ラ;iだ8， 8， 16 

持
つ
皆
さ
ん
や
障
害
者
福
祉
に
取
り

組
む
多
く
の
団
体
白
皆
さ
ん
に
よ
る
、

い
ろ
い
ろ
な
企
画
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

詳
し
く
は、

8
月
沼
日
朝
刊
折
り
込

み
チ
ラ
ン
を
ご
置
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

8
R
H
日
出
午
前
凶
時

か
ら
午
珪
2
時
加
分

マ
と
こ
ろ

上
回
創
造
館

マ
主
催

う
え
だ
市

民
ふ
れ
あ
い
広
場
実
行
岳
民
会

(事

務
局

上
岡
市
社
会
福
祉
協
構
会
)

マ
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
〈困

1

6
0
2
)
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叫S目併即時かわ臨で受?同"

9月7目b晴晴h電量で受付何"

叫日野即時叫臨司ttfll

刊日脈絡l酔叫語τ酎付"

"抑併制時かわ臨枝川町



畠

曹

メディアランドUEDA来館者が5万人に
昨勾 8月に刷館したメディアラン
ドUEDA'J:.岡市マルチメディア
情報セ Jターの来館有数が、 8}J4 
日に、延べ5万人になりました。
5万人目に怒。た小泉の百崎ーリJ
さんに俗、 Jヒ健所長から、花束と記
念品が限りれました.

「起
業
家
」
の
た
め
の

創
開
業
筆
支
援
セ
ミ
ナ
ー

••• 
パ
プ
ル
経
済
崩
境
後
、
企
業
を
取

り
巻
く
現
境
は
厳
し
く
、
企
業
内
で

の
リ
ス
ト
ラ
や
出
向
な
と
を
背
景
に

9月開講講座の参加者募集
く対車〉 上田市内にお住まいか、市内事輩所に勤務の29

歳までの勤労青i少年のかた

〈申し込み方法> 8月28日嗣から8月31日比jまでに、青少

年ホ ム(消防本部前)へ畳講料を添えて申し込んでく

ださ L、。電話での聖け付けもします。 (匝匝~71 17)

書講座とも定員になり主第締め切ります。

く畳け付け時間> 午撞零時3日分-9時、 日曜・祝日は休

館日です。

く畳間料> 英会話 2，400円、他の教室 1.800円、

利用者協議会費500円・9月開晴晴座募集の内容
講座名 l曙臼| 矧間 |回数|定員! 材料畳等

木彫り教室|冊 19/9-12/16112圏112人|詳細，"，ホームヘ

他に

r 

新
規
開
業
希
望
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

新
規
開
業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
同
時
に
、
ク
リ
ア
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
不
況
を

一
つ

白
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
独
立
開
業

を
目
指
す
勤
労
者
・
学
生
・
主
婦
の

か
た
、
事
業
転
換
を
考
え
て
い
る
事

業
主
の
か
た
を
対
量
に
開
催
し
ま
す
。

マ
主
催
上
回
商
工
会
議
所
・
中

小
企
業
相
談
所

マ
と
こ
ろ

上

田

商
工
会
議
所

マ
畳
瞬
料

5
0
0

0
円

マ
定

員

初

名

(先
着
順
)

マ
申
し
込
み
方
法
郵
送
ま
た
は

9/ト 12/16112回1"人i材料開剛円程度(1掴)

9/10-11/26112田118人|材料開醐円程度。四

棚

"' 
料理教室

料理数室

9/11.......11/27112固118人|紛料費d醐内程度(1掴剛料理教室

9/11.......12/27112固118人|半巾平野び 絹物刷着付 11教室

9/12-12/5112固120人|運動のできる服装

9/12......12/5112固120人|跨細'"ホームヘ

9/12......1/11116割120人|テキスト代(2，500門)

嗣

帽

同

ジャズダyス

絵E教室油絵

初級英会話教室

9/13-.....11/29112伺12C人i詳細はホームヘ

午後7

白幽

事活動 ，¥1:11は、英会話教宝 午後7時-8時/社交ダンス
時-9時/その他の講出 午後6時30分-8時30分

社交ダンス

フ
ァ
ク
ス
で
住
所
・氏
名
・職
業
を
明

記
し
上
回
商
工
会
議
所

(〒
3
8
6

上
田
市
大
手
l
l
m
i
n
・
圃
@
4

5
0
0岡
6
5
5
7
7
)

へ9
月
5

日
嗣
ま
で
に
ど
っ
ぞ

一日甲山市{目 回出ー.

，J.:~量 ァーマ

9月10日出 起業家のむ楊え

9月17日出 新線開業の準備

9月26日嗣 とういうE撃で事量ー高売を詰めるか

10月2日剛 開業資金ほこうして作る

10月8日りd創業者に聞く

第

日
回
ひ
ま
わ
り
号

列
車
で
上
野
動
物
園
へ

••• マ
主
催
ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら
せ

る
信
州
上
回
実
行
垂
只
会

マ
と
き

日
月
初
日
側

(午
前
7
時
出
発
・

午
後
8
時
帰
着
予
定
)

マ

定
員

3
0
0名

(定
貝
に
な
り
次
第
締
め

切
り
)

マ
目
的
地
上
野
動
物
園

マ
書
加
費
用

(よ
回
出
量
の
場
合
)

中
学
生
以
上
6
5
0
0
円
、
小
学

生
3
5
0
0
円
、
幼
児
5
0
0円

マ
由申
し
込
み
期
限

9
月
叩
日
拠
。

書
加
貨
の
納
入
方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
マ
問

い
合
わ
せ

山
岸
倫
窃
0
9
8
7)

『友
好
交
流
都
市
』
の

寧
波
市
へ
訪
問
を
/

出寺聞は午後7時かり8目指30分 ••• 
昨
年
2
月
に
上
田
市
と
友
好
交
流

都
市
の
提
携
を
し
た
、
中
華
人
民
共

和
国

・
事
波
市
を
訪
問
し
ま
せ
ん
か
。

マ
期
白

川
月
幻
日
開
1
お
日
幽

マ
肪
問
地

寧
波

(天
台
山

・
天

童
寺
)、
無
錫
、
上
海
等

マ
費
用

約
日
万
円

マ
畳
け
付
け

・
説
明

書

8
月
お
日
制
午
後
l
時
1
8
時

(市
民
会
館
会
議
室
で
随
時
)

マ

主
催
上
回
日
中
友
好
協
会

マ
問

い
合
わ
せ

池
上
耐
叫
@
3
3
6
0
)

『青
年
海
外
協
力
隊
』

秋
の
募
集
説
明
会
へ

••• 
あ
な
た
の
持
つ
技
術
や
経
験
を
生

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
事
聾
説
明
会

日
月
l
日
幽
午

後
6
時
叩
八
万
か
ら
同
8
時
叩
分

(会

場
は
上
回
商
工
会
議
所
)

マ

資
格

初
歳
以
上
羽
歳
ま
で
の
日
本
国
籍

を
持
つ
健
康
な
官
年
男
女
マ
事
量

規
模

約

1
6
0
職
種
、
約
8
0
0

名

(派
遣
予
定
国
は
約
印
か
国
)

マ
派
遣
期
間
原
則
と
し
て
2
年
間

マ
問
い
合
わ
せ

国
際
協
力
事
業

団
関
東
主
部
自
0
4
8
8
3
4

7
7
7
0
)、
県
庁
国
際
課

〔個

0

2
6
2
3
5
7
1
8
8
)
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-情報テフル・

観光と国際交流のための鴫演会

.とき 8月26日側午怯l時30分-3時 .ところ 上回

商工会故所5階ホール .情調 『世界からみた上旧、上回

からみる世界J-盟かな文化都市、上回盆地は魅力満載。元
気を出せ上聞 .- ・構師 国際ホテルマン ・藤村延魚さん

(上回市出身、チョイス・ホテルズ・インタ ナンョナル社副

社長) .問い合わせ 観光線 (~1422)

戦没者遺族の皆さん一一・

忘れていませんか?

弔慰金請求手続きを

国では、昨年の終戦50周年を機会

に、戦没者等の遺族に対して、改め

て弔慰の気持ちを査すため、特別弔

慰金を支給しています。これに伴い、

上岡市では、昨年の8月から請求書

の受け付けを行っています。まだ請

求していないかたは、早めに請求書

をお出しくださL、。

.支給対章者

IX由事件をすべて満たすかたが:1"'1

畠です。

①昭和6年9月18日以桂の戦没者

の遺族 ②戦没者の配偶者、子、父

母、孫、組父母、兄弟姉蹄および生

計関悟由あった三親等以内の鰻臨

③平成7年4月l日現在、公輯扶助

料、遺族年金等の受給権を有する遺

族がいないこと

.金額と主給方，圭

額面40万円、 10年慣童、無利子由

紀名国債で支給します。

なお、駒求書類は、福祉課にあり

ますので、畳け取りに来てくださL、。

.情求畳け付け・問い合わせ

福祉課(市役所南庁舎l階・困1607)

， 児
童
扶
養
手
当
な
ど

請
求
お
よ
び
現
況
届

••• 
・
児
童
扶
聾
手
当

マ
対
量
日
歳
未
満

〔平
成
8
年

度
中
に
同
岐
に
な
る
児
童
を
含
む
。

心
身
に
障
害
が
あ
る
場
合
は
却
熔
米

満
)
由
児
童
が
雌
婚
な
ど
で
文
と
生

計
を
閉
じ
く
し
て
い
な
い
場
合
、
ま

た
は
文
が
重
度
白
障
害
者
で
あ
る
場

告
に
、
そ
由
児
童
を
監
護
す
る
母

(
盤
育
し
て
い
る
人
)。

た
だ
し
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

マ
手
当
の
支
給

(支
給
月
額
)

児
童
1
人
の
場
合

4
1
3
9
0円、

児
童
2
人
の
場
合

4
6
3
9
0円、

児
童
3
人
以
降
1
人
に
つ
き
3
0
0

0
円
加
算
。
支
給
月
は
年
3
回

(4
・

8
・
ロ
月
)

・
特
別
児
童
扶
聾
手
当

マ
対
車

精
神
ま
た
は
身
体
に
障

叫
が
あ
る
却
棋
未
満
白
児
童
を
監
護

華
宵
す
る
文

・
母
か
醤
宵
し
て
い
る

人
。
た
だ
し
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

マ
手
当
の
主
給

{支
給
月
額
}

陣
容
者
1
人
に
つ
き
l
級

5
0
3

5
0円、

2
級

3
3
5
3
0
円
。

支
給
月
は
年
3
回

(?
?
u
g

.
現
況
の
届
出

mA給
者
は
、
児
童
扶
聾
手
当
お
よ

び
特
別
児
茸
扶
聾
手
当
の
現
況
屈
を

住
所
地
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
手
当
を
丑
け
て

い
る
人
は
、
今
年
庇

「
現
況
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い

場
合
は
、

8
月
分
以
降
の
手
当
を
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
擾
出
期
間

8
月
初
日
幽

マ

提
出
先

福
祉
媒

(南
庁
舎
1
府

・

困
1
6
0
8〕

[6 J 

危
険
物
取
扱
者
試
験

と
そ
の
準
備
講
習
会

広報ヲ;tt:8.8. 16 

••• 
.
 危
険
物
取
扱
者
院
験

マ
と
き

叩
月
初
日
間

マ
と
こ

ろ

市
内

〈金
場
は
桂
日
通
知
し
ま

す
)

マ

由
申
し
込
み

8
月
鈎
日
同

か
ら
9
月
9
日
開

マ
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課

(個
@
0
0
2

9
)、
上
小
地
方
市
中
積
所
総
務
課

(胴叫

@
1
2
6
0
)

-
危
険
物
取
扱
者
賦
殿
準
備
鴎
習
会

マ
と
き

凶
月
4
日
幽

マ
と
こ

ろ

上
田
市
民
会
館

マ
申
し
込
み

8
月
泊
日
同
か
ら
9
月
9
日
開

マ
書
加
費

有

料

マ
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課
(
固
@
0
0
2

9
)
 

中
小
企
業
設
備
貸
与

制
度
の
ご
利
用
を
/

現i見届の揖出を忘れずに ••• 
中
小
企
業
設
備
貸
与
制
度
は
、
中

小
企
業
の
皆
さ
ん
が
導
入
を
青
虫
す

る
機
械
設
備
を
公
制
が
代
わ
っ
て
購

入
し
、
割
賦
販
売
ま
た
は
リ
ー
ス
す

る
た
い
へ
ん
有
利
な
国
の
制
度
で
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

上
小
地
方
事
萌
所

商
工
蝶

(問
8
1
2
6
0
)、
県
中

小
企
業
振
興
公
社

(困
0
2
6
2

2
6
1
3
7
3
9
)
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' 月
キ目の

j
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「道
路
を
守
る
月
間」

広
く
美
し
く
安
全
に

恒.uで確実早口座掻曽田ご利用を

納期限9月2日(月)
・市 ~;~民後 2 期
・ 国民健康保険税 2矧

••• 
8
月
は

「道
路
を
守
る
月
間
」
で

す
。
迫
路
は
わ
た
し
た
ち
の
生
活
の

な
か
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切

な
施
設
で
す
が
、
あ
ま
り
に
身
近
な

存
在
で
あ
る
た
め
、
そ
の
重
要
性
が

見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。

上
田
市
も
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

に
よ
り
道
路
環
境
の
整
備
に
努
め
て

い
ま
す
が
、
市
民
自
皆
さ
ん
も
「
道

路
に
空
き
缶
、
吸
い
殺
な
ど
を
捨
て

な
い
」
「
道
路
へ
広
告
肴
版
、
商
品
、

合月
の
納税

4 • 
自
転
車
江
ど
を
置
か
な
い
」
な
ど
、

道
路
を
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全

に
利
用
す
る
た
め
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

0
7
)
 

管
理
課
(
困
1
5

相酷名 日 時 会場なと

9月13日幽

生活環境醒

法 律 相 酷 13:30~15:30 

(予約制) 9月27日掛
13:30~15:30 (本岸舎1暗)

土地建物相談
9月12日嗣
13:00-16:00 

人侮・悩みごと相酷
9月5日同 人(緬南庁同和対置諜
13:00-16:00 o 舎 1階〉
9月2日明
。
農業垂員会

農地問題相談
8:30~17:00 (本庁舎2階)

fT 政 相 践
9月9日伺)

上回西武
10:00~15 叩

心配 ζ と相酷
毎週火曜日
10:00~15:凹

福祉よろず相酷
毎週月~金曜日
9: 00-16: 00 

法 偉 相 酷 9月21日出 社会福祉協輯会

(予約制) 叩 00-正午 (fi@8 0 8 0) 

児 置 相 設
毎週土曜日
13: 30~15 : 30 

桔 婚 相 殴
毎週水曜日
10: 00~15: 0。

法
律(予約制相) 

骸 9月188剛
13:30-15:00 上回商工会瞳所

保瞳年金相般
毎週月~金曜日 (fi@4 5 0 0) 
9:00~16:00 

市 民 相 臨 毎逓月~金曜自 生活理場盟
主通事故相談 9:00-16:00 7有 (本庁舎1階)

児 宣 相 酷
毎週月~金曜日

役
福祉謀

9:00-16:00 (fi@2 0 0 0) 

母 子 相 餓
毎週月~金曜日 所 福祉聾
9:00-16:00 (内蹄1608)

-、
「サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
」

宝
く
じ
発
売
し
ま
す

••• 
「
サ
マ

l
ン
ャ
ン
ポ
宝
く
じ
」

(
市
町
村
振
興
宝
く
じ
)

が
8
月
初

日
肉
か
ら
9
月
6
日
幽
ま
で
発
売
さ

れ
ま
す
(
こ
の
宝
く
じ
は
l
枚
3
0

保
育
楳

子
育
て
支
援
事

業

9
月
の
開
放
保
育

劇
団
く
る
ま
座
に
よ
る
「
か
げ

ろ
う
お
じ
さ
ん
の
こ
と
ば
あ
そ
び
L

「
ア
フ
リ
カ
の
ジ
ャ
ム
」
の
観
劇

金
を
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
害
加
く
だ
さ
い
。

・
と
き

9
月
4
日
嗣
午
前
9
時

印
分
か
ら
日
時
(
叩
時
開
削
で
す
。

早
め
に
来
場
く
だ
さ
い
)

-
と
こ
ろ

南
部
保
育
園
ホ
ー
ル

(
常
国
1
丁
目
5
1
1
)

-

対

象

2
歳
以
上
由
来
就
園
児

と
保
護
者

-
入
場
料

無
料

南
部
保
育
闘
で
は
相
談
室
を
設

一

け
、
保
育

・
子
育
て
に
関
す
る

一

『電
話
相
談
』
と

『
面
接
相
談
』

一

を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

…

.
電
話
相
践
(
圃
@
3
0
9
6
)

マ
畳
け
付
け

月
曜
日
か
ら
金

.

0
円
で
、

で
す
)
。
賞
金
は
、

1
専
は
6
0
0
0万
円
、

前
後
立
合
わ
せ
る
と
l
億
3
0
0
0

万
円
で
す
。

こ
白
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。

予
約
引
き
換
え
券
は
不
要

-
申
し
込
み

雨
部
保
育
園
相
談

室
(
咽
照
明
3
0
9
6
)

へ9
月
2

日
開
ま
で
に
と
う
ぞ
。

.車内図

三界こ
闘 い帥・，

曜
日
の
午
前
9
時
か
ら
午
珪
4
時

(
祝
日
を
除
き
ま
す
)

-
面
接
相
酷
(
間
部
樺
育
園
相
臨
室
)

マ
畳
け
付
け

毎
週
火
眼
目
と

木
端
日
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
(
祝
日
を
除
き
ま
す
)

丘士帯ラ;i/o8.8. 16 (7 J 



「共同住宅」の管理人を募集

神畑地区に、心を病んで回復造上にあるかたのため

由共同住居があります。共同住居とは、むを病んで回

復途上にあるかたが、地域の中で共同生活しながら、

社会復帰していくために必要な場所です。入居者 (現

在5人)の宜事のお世話や、日常生活などをみていた

だける管理人のかたを募集しています。詳しくは 『山

びこのま』へお問い合わせくださL、。

マ問い合わせ 山びこの家 (匝防9056)

部落差別をなくす市駄行動

• 
.克宝益活くん
(2.3かR 下之燭)

『お祭りごと

で、将来が業しみです。
元気で伸び伸びと、
かに育ってほしいです」
と、母の皐昔さん

EJ:司
9月6日働)
午後1時30分

保健 診tt
市民会館
「同和問題』へ白正しい理解と認識を深め

ていただき、差別白ない、明るく住みよい上

田市をつくるために、おおぜいの皆さんのご

書加をお願いします。

bとき 9月6日(甜午後l時3日分から b 

ところ 市民会館Tle念購演 出題 『一人

一人には尊い価値がある』と題して、フリー

ジャーナリスト ・エッセイストの増田れい子

さん=写真=による講演 c>その他 午後3

時5的ナから 「市内大行進』を行います。

.問い合わせ 人権同和対策課 (困1371)

ーーーヨ.. 
、、、目

健康推進課

c>畳付時間 いずれも午桂1時-2時 c>持ち物
母子健康手帳、パスタオル (4・10か月児)、歯プラ

ン(!成6か月児)， 1歳6か月児は、赤ちゃん手帳

の中にある健康診査票に記入してお持ちください。 3

成児は健康診査恕と視聴覚検査のアンケ トをお送り

しますので、ご記入白うえお持ちくださL、。また、車

検査の容器もお持ちくださL、。

.保健センター (市役所南斤舎2陪)
健康診査 | 実施日 | 生年月日

9月10日 18. 4. 16-4 
9月26日 18.5.1-5
9月5日 17. 10. 16-10. 
9月17日 17.11. 1-11 
9月4日 1 7. 2. 16-2. 
9月18日 17.3.1-3
9月2日 15.8.1-8
9月20日 15. 8. 16-8. 

・塩田母子健鹿センター (塩田地区)

4か月 1 ̂  co. ~ 1 8. 4.16-5.15 I 9月24日10か月 I ."..- I 7.10.16-11.15 
1歳6か月 I 9月3日 I 7. 1. 16-3. 1 5 

.9月の乳幼児健康診査 (困1625)

ますだ れいこ。女性の地位向上
を呂ざし、女の略代を切り開いて
きたンャーナリスト。毎日新聞社
会部"者として女性労働纏
微など、弱いものの問題に取り組
み、中矢紙初の女性..脱委員!こ。
昭和59年、女性初の日本犯者クラ
ブ賞を受賞。平成2年から同7年
まで、東京都教育委員に就任。主

.増図れい子さん な著寄には 『ひとを愛するという
こと』など.
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|事事。轟羽。覇軍。蒜鱒会|
‘救急の目 9月9目惨

すぐ行きます でも救え吾のは

| まずあなた
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011西地区)
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